
考査項目別考査基準 監督員(2)用

別紙　2-①-1　(営繕工事用)

考査項目 細　　別 評価対象項目

２．施工状況 Ⅱ.工程管理      ①現場又は施工条件の変更等による工期的な制約がある中で、余裕をもって工事を完成させた。

     ②隣接又は同一現場の他工事等との積極的な工程調整を行い、トラブルを回避した。

     ③近隣住民（入居官署等を含む）調整を積極的に行い、トラブルも少なく、工期内に工事を完成さ
　　　せた。

     ④配置技術者（現場代理人等）の積極的な工程管理の姿勢が見られた。

     ⑤その他

　　　理由：

　詳細評価内容：

ａ：工程管理が優れている。    ｂ：工程管理が良好である。    ｃ：工程管理が適切である。    
ｄ：工程管理がやや不適切である。　　ｅ：工程管理が不適切である。

評価選択　　□ ａ　　□ ｂ　　□ ｃ　　□ ｄ　　□ ｅ

評　価 ※上記評価対象項目のうち、該当項目を総合的に判断して、a、b、c、d、e評価を行う。

２．施工状況 Ⅲ.安全対策      ①建設労働災害、公衆災害の防止への努力が顕著である。

     ②安全衛生管理体制を確立し、組織的に取り組んでいる。 

     ③安全衛生管理活動が、適切に実施されている。

     ④安全管理に関する技術開発や創意工夫に取り組んでいる。

     ⑤安全協議会活動に積極的に取り組んでいる。

     ⑥その他

　　　理由：

　詳細評価内容：

0

ａ：安全対策が優れている。    ｂ：安全対策が良好である。    ｃ：安全対策が適切である。    
ｄ：安全対策がやや不適切である。　　ｅ：安全対策が不適切である。 

評価選択　　□ ａ　　□ ｂ　　□ ｃ　　□ ｄ　　□ ｅ

評　価 ※上記評価対象項目のうち、該当項目を総合的に判断して、a、b、c、d、e評価を行う。
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